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 地震調査研究推進本部の発足（平成７年）以来、全国稠密な地震計の設置、全国地震動予測地図の作成等、防災に資する調査研究を推進してきている。
 【地震調査研究の基本計画（第３期目／令和元年５月）】①これまでの地震調査研究の成果により集められた多様かつ大規模なデータが、十分に活用さ
れているとは言えない状況。 ②地震調査研究の分野においても、IoT・ビッグデータ・AI といった情報科学分野の科学技術を活用することが重要。

 従来からの地震調査研究に情報科学を採り入れた新たな展開を促進し、地震学に革新的知見をもたらすため、これまで蓄積されてきたデータをもとに、
最新の情報科学を活用した調査研究等を行う。その際、地震学の次代を担う若手研究者の育成も視野に、プロジェクト外の研究者への広報・周知を図る。

事業概要

委託先機関：大学・国立研究開発法人等
事業期間：令和３～７年度 委託国 大学、国立研究開発法人等

事業スキーム

地震調査研究の現状と事業の目的

情報科学と地震学が融合した研究テーマを公募、蓄積してきた莫大なデータ等を活用した新たな地震調査研究を
支援するとともに、「情報科学×地震学」研究分野全体の発展を目指す。

情報科学×地震学

・地震波形
・地震カタログ
・測地データ

…

・地震・微動の自動検測
・大地震後の地震活動予測
・断層すべりの推移予測

…

・機械学習
・深層学習
・統計学

…

情報科学 期待される成果例データ

採択研究課題 革新的・独創的な研究テーマを掲げた５課題を採択

情報科学を活用した地震調査研究イメージ

• 人工知能と自然知能の対話・協働による地震研究の新展開（東京大学）

• 信号処理と機械学習を活用した地震波形ビッグデータ解析による地下断層の探
索（産業総合技術研究所）

• データ同化断層すべりモニタリングに向けた測地データ解析の革新（東北大学)

• 地震データの不完全性に対応した地震活動およびそれにともなう揺れの準リア
ルタイム時空間予測に関する研究開発（防災科学技術研究所）

• 長期から即時までの時空間予測とモニタリングの新展開（統計数理研究所）

関連する主な政策文書
「国土強靱化年次計画2022」（R4.6.21 国土強靱化推進本部）
「地震調査研究の推進について」（R元.5.31 地震調査研究推進本部）

STAR-Eプロジェクト: Seismology TowArd Research innovation with data of Earthquake

プロジェクト運営委員会（PM, PO）
…プロジェクト運営方針の決定

研究進捗会
（PM, PO, TA）

アドバイザーミーティング
（TA）

プロジェクト
ポータル

研究フォーラム
（外部有識者講演会）

若手研究者向け
イベント

「情報科学×地震学」分野全体の発展

プロジェクト実施体制

採択外研究者も含めた支援

採択研究課題の推進

：プロジェクトマネージャー
：プロジェクトオフィサー
：テクニカルアドバイザー

PM
PO
TA

情報科学を活用した地震調査研究プロジェクト 令和5年度予算額（案） 182百万円
（前年度予算額 182百万円）
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〇 本プロジェクトは令和3年度から開始し、本年度は２年目。
〇 人力によるデータ解析等では得られない情報や革新的な地震解析・予測手法の開発など、情報学と
の連携で従来の地震研究を革新的に発展させるチャレンジングなプロジェクト。
地震研究のアプローチ変容や、若手研究者の参画促進に寄与。

※当該プロジェクトの課題代表研究者の平均年齢は約40歳。

〇 外部有識者によるプロジェクト委員会にて採択機関の進捗を評価、今後の研究方針等への意見具申
等を実施。令和３年度は初年度のため、採択機関の研究方針へのコメント等を付与した。

〇 令和４年度のプロジェクト委員会にて、コメントへの対応状況等のフォローアップを行う予定。

〇R3年度の主な成果
人工知能学会2022、地震学会2022にて、STAR-Eプロジェク

トに関連する発表等を多数実施。
プロジェクトに関係する論文創出も進む。

・学会等における口頭・ポスター発表（５機関計）：
85件うち、国外15件（18％）

・学会誌・雑誌等における論文掲載（５機関計）：
27報うち、国外誌13報（48％）

その他、深層学習により地震波形画像データから深部低周波
微動を検出するソフトウェアコードの開発や、広域の多様な地
震活動に適合する地震予測、シミュレーションコードの開発等
を実施。 若手研究者・学生向けイベントの実施

情報科学を活用した地震調査研究プロジェクト

定期的な研究フォーラムの開催
2



大地震の直後は、平穏
時には検知できる揺れ
が他の揺れに埋没して
検知できなくなるため、
地震データは不完全で
あり、それに基づく予測
には限界が生じる。

R3年度の主な成果主な取り組み個別の課題

情報科学の知見を、
地震観測データや地
震学・地震工学の専
門知識と組み合わせ、
各種要素技術の研究
開発や、それらをつなげ
た予測手法の確立を

図る

十分なデータが用意できる場合に
は、従来の地震の時に比べて予
測性能がよくなることが分かった。
データ数が少ない場合でも、従来
の方法では難しかった観測点ごと
の特性を示すことができると考えら

れる。

大地震直後の地震活
動、およびそれに伴う
揺れについて、ほぼリア
ルタイムで、発生時期
と発生する場所の両方
で地震を予測する。

将来の効果

地球内部の振動現象
には、地震以外にも多
種多様なものが混在し
ているが、それらを分
類・検出する人工知能
技術は、まだ確立され
ておらず、人間の目によ
るところが大きい。

①人工知能に基づく、
地震波検知の手法の

開発
②人間の頭脳に基づく
従来の技術の高度化
の、①と②の両方を比
較・検討する。

地震波形の画像データからAIに
よって検出した微動の候補が、地
震研究者の目によって微動である

ことが確認された。

開発した手法を、地震
の自動検出から自動
モデリングに至るまで連
動して実行するシステ
ムを作り、地震や微動
活動のほぼリアルタイム
での常時監視を可能

にする。

地震は地域によって特
性のある複雑な現象の
ために、予測が難しい。

一種類の事象だけで
は、大地震発生の確
率を予測することは難
しいが、幾種類かの事
象が同時に観測され
れば、その確率が高ま
ることもあるため、複数
要素での予測を実施

する。

地球規模の地震を直接的に解析
するためのモデルを開発した。

このモデルにより、巨大地震からの
日本国内の地震活動への遠隔地
からの効果などを研究する素地が

できた。

地震動予測や全国に
展開する観測網などへ
効果的に応用する。
とくに開発した手法をあ
わせ技として確率を高
め、実際の予測技術

に実装する。

数値実験に基づく微動検出テス
トにより、微動が判定された結果
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防災科学技術研究所（研究代表者：久保久彦）

東京大学地震研究所（研究代表者：長尾大道）

統計数理研究所（研究代表者：庄建倉）

左上から時計回りに、従来
の手法による予測、観測
結果、この研究で提案され
た予測の震度分布

100年以上にわたる地震デー
タを用い、常時地震活動度を

求めた結果
歴史被害地震の位置分布を
よく説明することがわかった。



1995年兵庫県南部
地震、2016年熊本
地震といった内陸地震
は、地下の活断層に
よって引き起こされる。
その予測のためには、
地下のどこに、どのよう
な断層が位置している
のかを知ることが重要
である。しかし、深部に
おける断層の形状の手
がかりが十分でない。

R3年度の主な成果主な取り組み個別の課題

通常の地震波の他に
も、直接届く地震波と
は異なる経路をたどって
到達する地震波が存
在する。これらは回り道
をするため経路が延び、
通常の地震に比べ地
価の断層に接触してい
る可能性が高い。これ
らを用いて断層が存在
する可能性を追究する。

地震活動に基づく断層の形の決
定に向けて、震源分布から断層
面を推定する手法の開発を進め、
実データに適用した。その結果従
来では難しかった、断層面どうしが
近接していると考えられる状況でも
断層面を推定できる可能性を示
した。

地下の断層がより明瞭
になる。

⇒地震が起こる確率
が高い場所がより明瞭
になり、ハザードマップの
改良や地震発生確率
の高精度化につながる。

将来の効果

現在の地震観測デー
タには、「ノイズ」と呼ば
れる、実際の地震デー
タではないが観測され
てしまう雑音のようなも
のが入り込んでいる。こ
れを取り除く手法も開
発されているが、日～
週単位での短期の周
期だと、断層の動きと
同じサイズであるため、
その予測をする際、ノイ
ズを取り除くのは難しい。

統計学や機械学習の
手法開発により、断層
の動きの推定の高度

化を行う。
加えて、高度化された
推定結果を用いて、数
値シミュレーションに実
測データを取り入れるこ
とで、断層の動きの短
期での予測方法を開
発する。以上を、南海
トラフ全域で得られた
実際のデータを用いて

検証する。

データ解析技術の開発に着手し、
新たなスロースリップ現象（＝プ
レート境界の断層がゆっくり動く現
象で、南海トラフ地震などの巨大
地震との関連性が指摘されてい
る）の検出に成功した。また、より
正確に断層のすべりが把握できる

可能性を示した。

沈み込むプレート境界
が

・現在どのような状態に
あるのか

・今後どのように動いて
いくのか

・将来の巨大地震の
発生にどのような影響

を与えるか
を評価する、いわば天
気予報の断層すべり
版の基礎となるモニタリ
ングシステムの確立を

目指す。
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産業技術総合研究所（研究代表者：内出崇彦）

東北大学（研究代表者：加納将行）

後続波（反射波・ガイド波等）
を利用した地下構造の推定

断層すべり推定の例
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